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武道授業 実践の概要紹介 尼崎市

１

は
じ
め
に

　

本
市
は
、
市
立
中
学
校
17
校
、
市
立

高
校
３
校
、
特
別
支
援
学
校
（
小
・
中
・

高
等
部
）
１
校
を
設
置
し
て
お
り
、
１

万
１
８
６
５
人
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い

る
。

　

中
学
校
に
お
け
る
武
道
授
業
で
は
、

市
内
17
校
の
な
か
で
、
14
校
が
柔
道
、

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　

尼
崎
市
に
お
け
る

武
道
授
業（
柔
道
・
剣
道
）の
実
践
に
つ
い
て

尼
崎
市
教
育
委
員
会

　

尼
崎
市
は
、
近
世
ま
で
京
都
と
瀬
戸
内
海
を
結
ぶ
交
易
の
中
心
地
と
し
て
繁

栄
し
、
幾
多
の
歴
史
の
舞
台
と
な
り
、
貴
重
な
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
近

年
以
後
は
、
阪
神
工
業
地
帯
の
中
核
都
市
と
し
て
、
我
が
国
の
発
展
を
支
え
て

き
た
、
古
い
歴
史
と
現
代
に
生
き
る
活
力
を
兼
ね
備
え
た
誇
り
う
る
町
で
す
。

　

平
成
27
年
（
２
０
１
５
）
に
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
学
び
と
育
ち
を

支
援
す
る
拠
点
と
し
て
「
あ
ま
が
さ
き
・
ひ
と
咲
き
プ
ラ
ザ
」
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
平
成
28
年
に
は
、
市
制
100
周
年
を
む
か
え
、
現
在
、
本
市
発
祥
の

地
で
あ
る
城
内
地
区
に
「
尼
崎
城
」
の
再
建
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、
子
ど
も
の
生
き
る
力
を
育
む
た
め
に
、「
確
か
な
学
力
の

定
着
」、「
豊
か
な
心
の
育
成
」、「
健
や
か
な
体
づ
く
り
」
の
実
現
を
め
ざ
す
教

育
を
展
開
す
る
と
と
も
に
家
庭
、
地
域
、
学
校
（
幼
稚
園
を
含
む
）
が
密
接
な

連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
守
り
、
育
て
、
子
ど
も
が

安
全
か
つ
安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
教
育
環
境
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。３

校
が
柔
道
と
剣
道
の
併
習
を
選
択
し

て
い
る
。
平
成
24
年
度
の
学
習
指
導
要

領
の
完
全
実
施
に
と
も
な
う
、
中
学
校

武
道
必
修
化
を
受
け
、
全
市
小
・
中
・

高
・
特
別
支
援
学
校
の
保
健
体
育
担
当

教
員
を
対
象
と
し
た
、
武
道
（
柔
道
・

剣
道
）
の
実
技
研
修
及
び
授
業
内
の
安

本年４月に新設された、尼崎市立
大庄北中学校武道場の修身錬心館

学校体育実技指導者講習会の様子

全
管
理
に
関
す
る
調
査
、
研

修
を
進
め
て
き
た
。

　

ま
た
、
尼
崎
中
学
校
教
育

研
究
会
保
健
体
育
部
会
の
組

織
が
中
心
と
な
り
、
研
究
授

業
、
研
究
協
議
会
を
開
催

し
、
保
健
体
育
科
教
員
と
し

て
資
質
向
上
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
い
る
。

　

今
回
は
、
本
市
内
中
学
校

の
柔
道
と
剣
道
の
学
習
に
関

す
る
取
組
を
紹
介
す
る
。

【研修会の内容】
講師：市内高等学校柔道専門保健体育教員
実施回数：年に１～２回
　　　　　（ダンス研修との調整あり）
講義内容
①武道の特性について
②中学校における武道の安全指導について
③女子への指導について（体の特徴）その他

実技内容
①柔道における準備運動・基本動作の習得
②受け身を中心とした基本的な授業実践法
③技（立ち技・寝技）の指導　　その他

２

柔
道
の
授
業
実
践

実
践
者
：
尼
崎
市
立
武
庫
中
学
校

　

教
諭　

樫
藤　

将
太
（
有
段
者
）

　

授
業
実
践
者
は
、
保
健
体
育
科
の
教

員
で
あ
り
、
部
活
動
で
も
柔
道
の
顧
問

を
し
て
い
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
、
中
学
校
で
初

め
て
柔
道
を
学
習
す
る
。
生
徒
が
柔
道

に
親
し
み
、
興
味
を
も
っ
て
主
体
的
に

活
動
す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
安
全

に
学
習
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
た
指

導
内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

①
指
導
計
画
作
成
に
あ
た
っ
て

　

体
育
科
の
教
員
が
生
徒
の
実
態
を
考

慮
し
、
指
導
計
画
の
作
成
を
行
う
。
１

年
生
で
は
「
受
け
身
」
と
「
寝
技
」
を

中
心
に
行
い
、
２
年
生
で
は
１
年
生
に
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心
を
込
め
て
深
々
と
頭
を
下
げ
て
礼

を
す
る
、
と
い
う
だ
け
で
も
、
剣
道
を

経
験
し
た
意
味
が
十
分
感
じ
ら
れ
る
と

思
う
。
授
業
を
行
う
場
所
に
入
る
時
に

は
、
ま
ず
自
分
の
履
物
を
き
れ
い
に
並

べ
、
立
ち
止
ま
っ
て
礼
を
す
る
こ
と
を

一
番
に
教
え
た
。
授
業
の
な
か
で
も
常

に
礼
を
大
切
に
し
た
。
相
手
が
い
て
は

じ
め
て
稽
古
が
出
来
る
と
い
う
剣
道
の

教
え
を
伝
え
る
た
め
、
授
業
の
始
め
と

終
わ
り
の
座
礼
、
２
人
組
で
行
う
稽
古

で
は
、
相
手
を
固
定
せ
ず
、
そ
の
都
度

「
蹲そ
ん

踞き
ょ

」
と
い
う
特
有
の
あ
い
さ
つ
を

毎
回
行
っ
た
。

　

初
め
て
武
道
を
学
ぶ
生
徒
た
ち
は
、

こ
の
よ
う
な
武
道
特
有
の
所
作
が
ぎ
こ

ち
な
か
っ
た
り
、
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た

り
、
間
違
い
も
あ
っ
た
が
、
授
業
を
重

ね
る
う
ち
に
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
相

手
を
思
い
や
り
、
息
を
合
わ
せ
て
し
っ

か
り
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②
リ
ズ
ム
剣
道

　

基
本
的
な
授
業
の
説
明
を
終
え
、
い

よ
い
よ
本
格
的
な
稽
古
の
開
始
と
な

り
、「
足
さ
ば
き
」、「
竹
刀
の
持
ち
方
」、

「
素
振
り
の
仕
方
」
な
ど
、
あ
ま
り
楽

し
く
な
い
内
容
で
あ
る
。
は
じ
め
は
、

生
徒
の
顔
も
曇
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
た
。
特
に
女
子
の
生
徒
に
と
っ
て

は
、
竹
刀
は
と
て
も
長
く
、
重
た
い
物

で
あ
り
、
短
時
間
、
竹
刀
を
持
つ
、
素

振
り
を
す
る
だ
け
で
も
大
変
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
竹
刀
が
し
っ
か
り
振
れ
な

け
れ
ば
授
業
が
成
立
し
な
い
。

引
続
き
、「
受
け
身
」
の
復
習
と
「
立

ち
技
」
の
学
習
に
入
る
。
３
年
生
で

は
、「
寝
技
」、「
立
ち
技
」
の
反
復
練

習
か
ら
、
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
、
約

束
乱
取
り
な
ど
限
定
し
た
技
や
動
き
の

中
で
、
試
合
形
式
に
近
い
学
習
が
で
き

る
よ
う
に
計
画
を
作
成
し
た
。

②
「
礼
法
」
を
重
視
し
た
指
導

　

柔
道
は
、
礼
節
が
重
ん
じ
ら
れ
る
種

目
の
特
性
が
あ
る
。
道
場
に
入
る
前
と

出
る
時
の
礼
、
授
業
開
始
、
終
了
時
の

あ
い
さ
つ
に
お
け
る
礼
、
練
習
や
相
手

市内教科研究会での授業風景

受け身の練習風景

と
の
乱
取
練
習
の
時
の
礼
な
ど
を
、
１

年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
徹
底
し
て
指
導

す
る
。

③
安
全
面
へ
の
配
慮
・
指
導

・
活
動
場
所
の
安
全
点
検
を
行
い
、
設

備
の
不
備
や
危
険
な
物
、
不
要
な
物

が
無
い
か
確
認
す
る
。

・
授
業
開
始
前
後
、
活
動
中
の
生
徒
の

健
康
観
察
を
行
い
、
体
調
不
良
を
感

じ
た
ら
無
理
を
せ
ず
、
申
し
出
る
よ

う
に
指
導
す
る
。

・
活
動
場
所
の
室
温
、
湿
度
、
通
気 

等
、
環
境
整
備
、
熱
中
症
へ
の
対
策

を
行
う
。

・
発
生
し
や
す
い
け
が
や
事
故
に
つ
い

て
、
生
徒
に
理
解
さ
せ
る
。

・
場
の
工
夫
を
行
う
。

・
緊
急
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
確

認
を
行
う
。

④
指
導
計
画
の
見
直
し

　

３
年
間
を
見
通
し
た
学
習
計
画
を
作

成
し
、
年
度
の
終
わ
り
に
、
生
徒
の
実

態
や
課
題
を
検
討
し
、
指
導
計
画
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。

実
践
者
：
尼
崎
市
立
中
央
中
学
校

　

教
諭　

林　

佐
妃
子

（
前
勤
務
校　

尼
崎
市
立
園
田
東
中
学

校
で
の
実
践
）

①
剣
道
の
指
導
で
伝
え
た
い
こ
と

　

剣
道
の
指
導
に
あ
た
り
、
せ
っ
か
く

剣
道
を
学
ぶ
の
だ
か
ら
、
他
の
種
目
で

は
学
べ
な
い
こ
と
を
剣
道
を
通
し
て
学

ん
で
欲
し
い
と
思
っ
た
。
一
番
大
切
に

し
た
い
の
は
礼
儀
で
あ
る
。
最
近
、
姿

勢
を
正
す
と
い
う
機
会
が
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
正
座
を

し
て
姿
勢
を
正
し
、
心
を
落
ち
着
け
、

安全面を配慮した 2人組の練習 互いに練習法について確認を行う

３

剣
道
の
授
業
実
践

主な内容 具体的な内容、主に学ぶこと

1

①オリエンテーション
　（剣道の歴史と特性、基本知識、
　授業での約束事　等）
②新聞刀作り

礼儀（礼に始まり、礼をもって行い、礼に終わる）
克己（心の迷いを克服するために工夫努力する）
仁義（思いやる心、人を許す心、まっすぐな心）
気勢（心がこもった腹からの声）
姿勢（背筋を伸ばした正しい姿勢）

2
①礼儀作法を学ぶ（立礼、座礼など）
②新聞刀による面、小手、胴の練習

入室の仕方、履物を揃える
左座右起、姿勢、挨拶
打ちとかけ声の一致

3 ①新聞刀による試合（予選、決勝）
試合の挨拶の仕方（蹲踞）
　〃　審判の仕方
相手への思いやり

4

①木刀による新聞紙切り
②木刀による新聞ボール打ち
③足さばきの練習（１人で、２人組で）
④竹刀による素振り（その場、前後）
　面、小手、胴、左右面

剣道具の安全な扱い方
自然体、中段の構え
歩み足、送り足、踏み込み足
気（声）・剣（竹刀）・体（体・足の出）の一致

5

①足さばき
②素振り（面、小手、胴、左右面）
③基本打ち　（２人組）
　正面打ち、小手打ち、胴打ち、左右面

竹刀の安全点検
打ち方、打たせ方
一足一刀の間合い

6

①②③　同じ
④　打ちぬけ
⑤　連続打ち　　列

打ちぬけからの残心
気（声）・剣（竹刀）・体（体・足の出）の一致

7

①②③　同じ
④　打ちぬけ
⑤　連続打ち　　列
⑥　教師・剣道部が防具をつけて打つ体験

打ちぬけからの残心
気（声）・剣（竹刀）・体（体・足の出）の一致
相手への感謝の気持ち、思いやりの気持ち

8 準基の定判面み込み踏合試定判①

9
①胴、垂れ、小手の着用の仕方
②小手打ち、胴打ち

剣道具の着装の仕方
打突部位

10
①胴、垂れ、小手の着用
②小手打ち、胴打ち

剣道具の着装の仕方
打突部位

剣道授業計画(１年生）

剣
道
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と

　

一
、
礼
儀
（
礼
に
始
ま
り
、
礼
を
も
っ
て
行
い
、
礼
に
終
わ
る
）

　

二
、
仁
義
（
思
い
や
る
心
、
人
を
許
す
心
、
ま
っ
す
ぐ
な
心
）

　

三
、
気
勢
（
心
を
こ
め
た
腹
の
底
か
ら
の
声
）

　

四
、
姿
勢
（
背
筋
を
伸
ば
し
た
正
し
い
姿
勢
）

　

五
、
克
己
（
自
分
の
感
情
・
欲
望
・
邪
念
な
ど
に
打
ち
勝
つ
）
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そ
こ
で
、
楽
し
く
稽
古
を
さ
せ
る
た

め
に
考
え
た
の
が
、
自
身
が
研
修
会
で

体
験
し
た「
リ
ズ
ム
剣
道
」で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
は
た
だ
、
素
振
り
を
す
る
の
で

は
な
く
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
「
足
さ
ば

き
」
や
「
竹
刀
を
振
る
」
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
流
す
音
楽
は
、
生
徒
た
ち
に

馴
染
み
の
あ
る
比
較
的
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ

の
曲
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
。

　

生
徒
た
ち
の
様
子
は
竹
刀
を
振
る
と

い
う
し
ん
ど
さ
よ
り
も
、
好
き
な
曲
に

合
わ
せ
て
動
い
て
い
る
と
い
う
楽
し
さ

の
方
が
勝
り
、
自
然
と
素
振
り
を
続
け

る
様
子
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
を
繰
返
し

続
け
て
い
る
と
、
力
強
い
素
振
り
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
、効
果
が
み
ら
れ
た
。

③
真
剣
勝
負

　

一
対
一
で
向
か
い
合
い
、
ピ
ン
と
張

り
つ
め
た
空
気
の
中
で
勝
負
す
る
。
全

員
が
防
具
を
つ
け
て
真
剣
に
打
ち
合
い

を
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、
教
師

が
決
め
た
内
容
を
、
相
手
が
持
っ
て
い

る
竹
刀
に
打
ち
込
む
と
い
う
約
束
試
合

を
審
判
を
つ
け
て
行
っ
た
。

時間 1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時

０分 ＜オリエンテーション＞ 入室の仕方
剣道の特性を知る 挨拶の仕方
（DVD視聴） （座礼・立礼・左座右起）

想黙
前時の復習及び 竹刀の扱い方　

10分 歴史・ねらい 本時の流れの確認 よる試合
　　　・目標を知る 審判法を学ぶ 竹刀の安全点検 基本動作を行う 素振り 素振り

ランニング及び足さばき え構の段中・選予・ 相手に応じて打つ 胴・垂れ・小手の 胴・垂れ・小手の 評価 評価
蹲踞の仕方 竹刀でドリブル　　・素振り 基本打ち　　　 基本打ち（２人組） ・面打ち 着装 着装 ・蹲踞 ・蹲踞

　　　　対面パス （面・小手・胴） （教師対生徒一斉）　 ち打本基・ち打本基・ち打手小・
組人２る知を称名の具用分02 基本打ち（２人組） ）ち打面（）ち打面（ち打胴・ちからの打本基

竹刀・木刀 新聞刀による 竹刀で新聞切り 基本打ち　　　 ・面・小手・胴打ち 　残心
面・小手・胴 面・小手・胴打ち 新聞ボール打ち 　（教師対生徒一斉） ･残心 基本打ち（２人組） 判定試合（４人組）

（気剣体の一致） 　　 ・面・小手・胴打ち の残らかち打胴ち打胴・道剣ムズリ
　　・決勝戦 足さばき 基本打ちからの残心 う競で心ち打面・

手の小・れ垂・胴心残・後前…足り送・等法作儀礼分03
ちからの打本基装着道剣ムズリ右左事束約ので業授

足み込み踏･ぶ学を 基本打ち（２人組） KARA「ミスター」 判定試合（４人組） 片付け方を学ぶ 残心
２人組による ・面・小手・胴打ち の曲に合わせて 面打ちからの残 ・胴打ち

１分勝負 　 基本動作を行う ・面打ち 心で競う
40分 新聞刀作り （勝ち上がり ・中段の構え ・残心

負け下がり方式） ・素振り
（面・小手・胴）

50分 次時の予告
主に学ぶこと 剣道の歴史・特性 座礼・立礼 審判の仕方 竹刀の安全確認 基本打ちの 残心 気剣体の一致 判定の基準 有効打突 判定の基準

基本知識 左座右起 相手を思いやる心 ）ち打胴（）ち打面（突打効有方ち打体然自
の着装れ垂・胴方せた打え構の段中踞蹲事束約ので業授

気剣体の一致 足さばき 一足一刀の間合い の仕方

＜用語説明＞
左座右起…左足から座り、右足から立つ
蹲踞（そんきょ）…立会いの礼法。相手や審判を敬う気持ちをもって行う
気・剣・体…気-気迫ある発声、剣-竹刀の打突部で打突部位を捉える、体-足の出、体の出と残心
有効打突…気・剣・体が一致した打突
竹刀の安全点検…①竹が折れていないか・ささくれていないか
　　　　　　　　　　　　②先革が破れていないか　　③弦が緩んでいないか
自然体…背筋を伸ばし両手は体側に下ろし、どこにも無理のない姿勢
一足一刀の間合い…お互いの竹刀が交差して、一歩踏み込めば相手に竹刀が届く距離
残心…打突後も油断することなく相手に正対し、間合いを考慮しながら「中段の構え」をとること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ランニング及び足さばき

ねらい

剣道の特性に関心を
もち、単元のねらいを
理解し、単元の見通し
を立てる。
授業の心構えや進め
方を理解する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前時の復習及び本時の流れの確認
黙想・座礼

　　　　　基本動作を身に付け、礼法を大切にして
　　　　　最善を尽くし、安全に練習ができる。

基本動作や対人的技能を生かし、大きな声で練習や攻防ができる。
学習してきた技能を生かし

攻防を楽しむ
評価・反省

素振り・リズム剣道(面打ち・胴打ち)

本時のまとめ・次時予告
黙想・座礼

新聞刀に
竹刀の安全点検
竹刀ラジオ体操

＜中段の構え＞

右足が前、左足が後ろ、かかとを常に浮かす

重心は真ん中、片足に体重をかけない

つま先は相手に向ける

弦は上を向くように竹刀を持つ

左手は柄頭いっぱいに小指薬指でしっかり握る

左手はおへその拳一つ前で持つ
右手はつばにかかるように小指薬指でしっかり握る
剣先は延長線を相手ののどに向ける

目は相手の目を見る

＜竹刀の名称＞

つば  ど

なかゆい

中結
つる

弦

ものうち

物打…この部分で打突することが

重要

つば

鍔 鍔止め

けんさき

剣先

つかがしら

柄頭

　

本
市
で
の
武
道
の
指
導
に
お
い
て

は
、
安
全
面
の
配
慮
を
第
一
に
と
ら

え
、
市
で
開
催
す
る
武
道
実
技
研
修

４

お
わ
り
に

剣道授業学習指導計画（12時間）

剣道授業に関するアンケート集計

会
、県
の
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る「
武

道
・
ダ
ン
ス
指
導
者
研
修
会
」、「
武
道

有
段
認
定
講
習
会
」
へ
積
極
的
に
参
加

す
る
こ
と
を
促
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
課
題
と
し
て
備
品

の
不
足
、
武
道
場
の
環
境
面
の
問
題
、

指
導
す
る
教
員
が
段
位
を
習
得
し
て
い

な
い
、
指
導
経
験
の
浅
い
教
員
等
、
不

安
を
か
か
え
な
が
ら
、
指
導
を
行
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
尼
崎
市
教
育
委
員
会
で
学

校
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
平
成
30

年
度
か
ら
先
行
実
施
が
可
能
と
な
る
次

期
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
も
視
野
に
入

れ
、
安
全
で
か
つ
、
生
徒
が
「
武
道
」

を
学
ぶ
喜
び
が
十
分
に
味
わ
え
る
授
業

実
践
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
る
。




